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■
ぎ
ぼ
う
し
落
語
の
会
を
立
ち
上
げ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
平
成
23
年
２
月
、
寒
河
江
市
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
の
「
落
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
当
初
、
講
座
の
受
講

者
は
30
人
程
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
の

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影

響
も
あ
り
、
震
災
後
は
10
人
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
時
の
落
語
好
き
10
人
（
女
性
８

人
、
男
性
２
人
）
で
落
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ぎ
ぼ
う
し
落
語
の
会
の
名
称
は
、
寒

河
江
市
の
緑
（
植
物
）
に
制
定
さ
れ
て

い
る
「
寒
河
江
ギ
ボ
ウ
シ
」
と
、「
義

＝
人
間
が
行
う
べ
き
道
筋
」「
奉
仕
＝

献
身
的
に
社
会
に
尽
く
す
こ
と
」
を
掛

け
た
も
の
で
す
。

　
素
人
の
噺は

な
しで
も
笑
っ
て
い
た
だ
け
る

心
地
よ
さ
を
感
じ「
一
笑
幸
福
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
地
域
の
福
祉
向
上
と
健
康
増

進
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
は
若
い
方
の
入
会
も
あ
り
、
女

性
５
人
、
男
性
４
人
で
、
月
２
回
、
第

１
第
３
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
、

ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
の
和
室
等
で
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

■
落
語
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

落
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で

は
、
近
隣
の
市
町
村
で
落
語
を
し
て
い

る
方
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
皆
で
信
頼
を
築
き
な
が
ら
、
互
い

に
噺は

な
しを
披
露
し
、
言
葉
に
対
し
て
の
指

摘
や
表
現
の
仕
方
な
ど
、
的
確
で
厳
し

い
評
価
を
し
合
っ
て
芸
を
磨
い
て
い
ま

す
。

　
会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
４
～
６
つ
ほ
ど

落語ボランティア  ぎぼうし落語の会
＋　寒河江市議会

特 集

　今回は「寒河江市に笑いを」と、出前寄席にて笑いを届けてくださっている「ぎぼうし落語の
会」の皆さんのお話を伺いました。落語で笑いを伝えるため「芸」に精進している会員の皆さん
の熱意が伝わりました。出前による寄席や日々の練習など、精力的に取り組んでいました。 
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ま
す
。
会
員
は
高
座
名
で
呼
び
合
い
、

年
齢
性
別
な
ど
も
忘
れ
て
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
落
語

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
寒
河
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口

に
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
☎
（
８
３
）
３
２
２
０

　
ぎ
ぼ
う
し
落
語
の
会
の
皆
さ
ん
、
楽

し
い
話
と
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ど
の
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
、
演
目

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
会
員
は
「
社
会
人
落
語

日
本
一
決
定
戦
」
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
事
前
審

査
を
通
過
し
、
大
阪
を
会
場
と
し
た
予

選
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
年
も
挑
戦

す
る
と
し
て
、
芸
の
研
さ
ん
に
励
ん
で

い
ま
す
。
会
員
の
高
い
レ
ベ
ル
へ
の
挑

戦
は
、
ほ
か
の
会
員
に
と
っ
て
も
良
い

刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
の
寄
席
に
行
き
、
落
語
三
昧
の

の
持
ち
ネ
タ
が
あ
り
ま
す
。
古
典
落
語

な
ど
で
は
、
演
目
を
言
葉
ど
お
り
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
お
客
さ
ん
が
理
解
し

て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
言
葉

選
び
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
演
目
が

同
じ
で
も
、
演
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が

出
る
こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
出
前
寄
席
で
は
「
色
物
」
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
三
味
線
や
南
京
玉
す

だ
れ
、
コ
ン
ト
、
マ
ジ
ッ
ク
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
、
ギ
タ
ー
、
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
な

時
間
を
持
つ
研
修
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■
ど
の
よ
う
な
場
所
で
落
語
を
披
露
し

て
い
ま
す
か
。

　
主
な
活
動
は
「
出
前
寄
席
」
で
す
。

市
内
外
の
町
内
会
や
公
民
館
、
サ
ロ
ン

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
催
し
に
出
演
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
時
間
の
調

整
が
で
き
れ
ば
、
ど
こ
で
も
喜
ん
で
高

座
を
出
前
し
て
い
ま
す
。
音
響
機
材
が

２
台
に
な
っ
た
こ
と
で
、
同
時
に
２
か

所
の
依
頼
を
受
け
ら
れ
る
と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
独
自
の
発
表
会
を
年
１
回

開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
11
月
22
日

（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、
ハ
ー
ト
フ
ル

セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
予

定
で
す
。

■
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

　
会
員
一
同
、
今
後
も
精
力
的
に
取
り

組
み
、落
語
の
楽
し
さ
を
広
め
な
が
ら
、

仲
良
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
会
員
も
常
時
募
集
し
て
い
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　第４回臨時会が５月16日に開催され、議長・副議長選挙や各委員の選出など、議会の役員改選が行われ
ました。新たなスタートを切った寒河江市議会の構成をご紹介します。

　市民皆様におかれ
ましては、日頃から
本市議会に対しご理
解、ご協力を賜り御
礼を申し上げます。
　我が寒河江市は、
現在、長い間の懸案
事項である「小中学
校の再編」や、安心

安全な暮らしを支えるために不可欠な「新病
院の建設」、「広域消防本部の移転新築」、「平
塩橋の架け替え整備」など、大きなハード面
の整備に向けて非常に大切な時期を迎えよう
としております。それに加え、現在、地方自
治体の最大の課題である「人口減少対策」や、
近年多発する自然災害への対応など、政治課
題は山積しており、いかに議会の機能を果た
していくかが問われていると思っております。
これまで以上に、開かれた議会・提言する議
会に努めてまいります。
　こうした中、同僚議員のご推挙を賜り、３
度目となる議長の重責を担うこととなりまし
た。３度目でありミスは許されません。責任
の重さを痛感しております。グローバル化の
進展や環境の変化、インバウンドへの対応な
ど、数え上げたらきりがない状況ですが、次
の時代に何を残すか忘れることなく、二元代
表制の一翼として、その務めを果たせるよう
全力で頑張ってまいります。

　このたび、副議長
を拝命いたしました、
後藤健一郎です。副
議長の最大の役割は、
議長をしっかり支え
ながら、議会が円滑
に運営され、建設的
で活発な議論が行わ
れる環境を整えるこ

とと考えております。その責任の重さを受け
止め、誠実に取り組んでまいります。
　私はこれまで、議会だよりの刷新や議会Ｂ
ＣＰの策定など、新しい取り組みに携わって
まいりました。これらの経験を活かしながら、
時代の変化や市民ニーズに応じた議会運営を
目指してまいります。
　また、専門用語が多く分かりづらいと思わ
れがちな市政の情報を、市民の皆さまにでき
るだけ分かりやすくお届けすることも私達議
会の大事な役目だと思います。特に若い世代
や子育て世代の方々にも関心を持っていただ
けるよう、情報発信の工夫や市民の皆様と直
接対話する機会づくりにも力を入れてまいり
ます。
　議会本来の役割である市政のチェックに加
え、より良い寒河江づくりのために、しっか
りと議会から提案もしてまいりますので、市
民皆様のご理解とご協力を心からお願い申し
上げ、副議長就任のご挨拶といたします。

寒河江市議会の新たな構成
が 決 ま り ま し た

令 和 ７ 年 第 ４ 回 臨 時 会

議　長
柏　倉　信　一

副議長
後　藤　健一郎

正副議長就任のあいさつ
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

寒
河
江
市
議
会
改
革･

活
性
化
検
討
委
員
会

総
務
管
理
、
総
合
企
画
、
税
務
、
労
働
、
農
林
、

商
工
観
光
、
土
木
、
都
市
計
画
、
消
防
、
防
災
、

水
道
、
下
水
道
、
そ
の
他
行
財
政
の
運
営
全
般
に

関
す
る
こ
と
を
審
査･

調
査
し
ま
す
。

議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
協
議
し
ま
す
。

さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
の
ほ

か
、
市
議
会
の
広
報
に
つ
い
て
協
議

し
ま
す
。

会 派 構 成

※会派を結成するには、３人以上の所属
　議員が必要です。

◎…代表者

市
民
生
活
、
戸
籍
、
住
民
登
録
、
社
会
福
祉
、
民

生
、
衛
生
、
医
療
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
保

健
体
育
等
に
関
す
る
こ
と
を
審
査･

調
査
し
ま
す
。

（
前
列
右
よ
り
）

　
荒
木　
春
吉

○
佐
藤　
政
人

◎
月
光　
裕
晶

　
柏
倉　
信
一

（
後
列
右
よ
り
）

　
太
田　
陽
子

　
太
田　
芳
彦

　
阿
部　
　
清

　
伊
藤　
正
彦

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
円
滑
な
運
営
や
議
会
の
日
程

等
を
審
議
決
定
し
ま
す
。

委
員
長　
　
荒
木　
春
吉

副
委
員
長　
伊
藤　
正
彦

委　
員　
　
渡
邉　
賢
一

　
　
　
　
　
佐
藤　
耕
治

　
　
　
　
　
安
孫
子
義
徳

　
　
　
　
　
児
玉　
　
崇

委
員
長　
　
佐
藤　
政
人

副
委
員
長　
佐
藤　
耕
治

委　
員　
　
古
沢　
清
志

　
　
　
　
　
安
孫
子
義
徳

　
　
　
　
　
月
光　
裕
晶

　
　
　
　
　
児
玉　
　
崇

　
　
　
　
　
野
口
康
一
郎

委
員
長　
　
太
田　
陽
子

副
委
員
長　
荒
木　
春
吉

委　
員　
　
沖
津　
一
博

　
　
　
　
　
阿
部　
　
清

　
　
　
　
　
太
田　
芳
彦

　
　
　
　
　
古
沢　
清
志

　
　
　
　
　
佐
藤　
耕
治

　
　
　
　
　
児
玉　
　
崇

監
査
委
員(

議
会
選
出
）

�

佐
藤　
耕
治

寒
河
江
市
都
市
計
画

審
議
会
委
員

伊
藤　
正
彦　
　
佐
藤　
政
人

西
村
山
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

議　
長　
　
　
　
柏
倉　
信
一

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長　
阿
部　
　
清

　
　
　
　
　
　
　
太
田　
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
安
孫
子
義
徳

　
　
　
　
　
　
　
児
玉　
　
崇

　
　
　
　
　
　
　
野
口
康
一
郎

寒政クラブ
◎
佐
藤 

耕
治

　
阿
部 　
清

　
伊
藤 

正
彦

　
野
口
康
一
郎

（
４
人
）

壮風会

（
５
人
）

◎
安
孫
子
義
徳

　
後
藤
健
一
郎

　
荒
木 

春
吉

　
児
玉 　
崇

　
佐
藤 

政
人

会派に所属しない議員

（
７
人
）

柏
倉 

信
一　

 

沖
津 

一
博

太
田 

芳
彦　

 

古
沢 

清
志

渡
邉 

賢
一　

 

太
田 

陽
子

月
光 

裕
晶　

予
算
特
別
委
員
会

予
算
を
審
査
・
調
査
す
る
た
め
に
必

要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で

す
。委

員
長　
　
安
孫
子
義
徳

副
委
員
長　
太
田　
芳
彦

委　
員　
　
議
長
を
除
く
全
員

決
算
特
別
委
員
会

決
算
を
審
査
・
調
査
す
る
た
め
に
必

要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で

す
。委　

員　
　
議
長
お
よ
び
議
会

　
　
　
　
　
選
出
監
査
委
員
を

　
　
　
　
　
除
く
全
員

※
正
副
委
員
長
は
、
後
日
委
員

　
会
設
置
時
に
互
選
さ
れ
ま
す
。

（
前
列
右
よ
り
）

　
沖
津　
一
博

○
古
沢　
清
志

◎
野
口
康
一
郎

　
後
藤
健
一
郎

（
後
列
右
よ
り
）

　
児
玉　
　
崇

　
佐
藤　
耕
治

　
渡
邉　
賢
一

　
安
孫
子
義
徳

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

◎
委
員
長

○
副
委
員
長
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議会日誌
　寒河江市議会はさまざまな活動や日々の調査・研究を行っております。

　今回は３月定例会後に実施した「議会と語る会（議会報告会）」の様子を

お伝えします。

　定例会・臨時会で審査した議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。

※金額は、１万円未満を四捨五入して表記しています。

ここ ががポイント
第第３回 臨 時 会 ・ 第回 臨 時 会 ・ 第４回 臨 時 会 ・回 臨 時 会 ・６月 定 例 会月 定 例 会
令和令和7年年

令 和 ７ 年 度 補 正 予 算

寒河江市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について
　乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）を実施する事業者の認可に当たっての基準を定
めるため、条例を制定するもの。本市では、令和７年７月から市立なか保育所において実施され
ている。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�条例では、事業者に必要な設備等についても定められているが、なか保育所において追加で

必要な設備等はないのか。また、受入れ上限を超えるような場合、ほかの保育所での受入れ
も検討が必要となるのではないか。

Ａ．�なか保育所においては追加が必要な設備はありません。また、現時点での登録者数を勘案す
ると、今年度に上限を超えることはないと想定していますが、来年度以降については、利用
人数の実態を見ながら検討してまいります。

被害を受けた農業経営体への支援
〇 農業振興費  果樹園芸作物等生産振興対策事業　1,505万円
　大雪被害に対し、農業用施設復旧費や補植用苗木購入費として農林水産物等災害対策事業費補
助金を101経営体へ、高温被害に対し、遮光資材や散水設備等の導入費としてさくらんぼ温暖化
対応技術導入推進事業費補助金として27経営体へ、県と協調して補助するもの。

新たな冬のイベント開催に向けて 
〇 観光費　まつり振興事業　3,500万円
　本市の観光資源とイルミネーションを組み合わせた新たなイベントを開催するため、実行委員
会に対する負担金として追加計上するもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．令和５年度まで実施していた「やまがた音と光のファンタジア」 の発展版のようなものか。
Ａ．�「やまがた音と光のファンタジア」とは別事業として実施する予定です。これまでの事業は、

県・西村山１市４町が連携して実施した事業でありましたが、今年度の事業につきましては、
市単独で実施する予定です。

条 例 制 定

（ （ ５月月１日 日 //１日間）日間） （ （ ６月月６日～日～６月月23日 日 //18日間）日間）（ （ ５月月16日 日 //１日間）日間）
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議会日誌
　寒河江市議会はさまざまな活動や日々の調査・研究を行っております。

　今回は３月定例会後に実施した「議会と語る会（議会報告会）」の様子を

お伝えします。

令 和 7 年 第 ３ 回 臨 時 会 令 和 7 年 ６ 月 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

承認
第２号

専決処分の承認を求めることについて（寒
河江市市税条例の一部を改正する条例）

承認
（全会一致） 議第43号 令和７年度寒河江市一般会計補正予案（第

２号）
可決

（全会一致）

承認
第３号

専決処分の承認を求めることについて（寒
河江市都市計画条例の一部を改正する条
例）

承認
（全会一致） 議第44号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関す

る条例の一部改正について
可決

（全会一致）

承認
第４号

専決処分の承認を求めることについて（寒
河江市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）

承認
（全会一致） 議第45号

寒河江市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて

可決
（全会一致）

議第38号 令和７年度寒河江市一般会計補正予案（第
１号）

可決
（全会一致） 議第46号

寒河江市乳児等通園支援事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定につい
て

可決
（全会一致）

議第39号 寒河江市立寒河江中部小学校普通教室増築
工事請負契約の締結について

可決
（全会一致） 議第47号

寒河江市水道事業に係る布設工事監督者の
配置基準及び資格基準並びに水道技術管理
者の資格基準に関する条例の一部改正につ
いて

可決
（全会一致）

議第40号 土地の取得について 可決
（全会一致） 議第48号 財産（小型除雪車）の取得について 可決

（全会一致）

議第41号 損害賠償の額を定めることについて 可決
（全会一致） 議第49号 市道路線の認定について 可決

（全会一致）

令 和 7 年 第 ４ 回 臨 時 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果

議第42号 寒河江市監査委員の選任について 同意
（全会一致）

提出議案等と採決結果
令和７年第3回臨時会
令和７年第4回臨時会
令和7年6月定例会

可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
承認・不承認…専決処分議案等
採択・不採択…請願・陳情

議案等はこちらから

西部地区公民館での様子西部地区公民館での様子

　
４
月
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
市
内
４
地

区
の
公
民
館
で
議
会
と
語
る
会
（
議
会
報

告
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
は
、
３
月
議
会
で
審
査
し
た

「
令
和
７
年
度
当
初
予
算
」
や
「
各
常
任

委
員
会
の
活
動
内
容
」
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。そ
の
後
、地
域
の
活
性
化
を
テ
ー

マ
と
し
た
意
見
交
換
を
実
施
し「
少
子
化
」

や
「
地
域
医
療
」
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

は
じ
め
、
地
域
の
課
題
や
市
の
事
業
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・
ご
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
議
会
と
語
る
会 
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録画映像は
こちらから

後後ごご

藤藤と
う
と
う
健健け
ん
け
ん
一一い
ち
い
ち
郎郎ろ
う
ろ
う  

議
員
議
員

財政　 質問者 観光　 質問者

小中学校の統廃合に伴う廃校施設の利活用 伊藤 若年層の観光客について 月光

「寒河江公園（長岡山）」整備事業における市陸上競技場及び園路の再整備促進 渡邉 防災　 質問者

社会・暮らし　 質問者 災害時や防災における女性などの視点 太田（陽）

熱中症対策について 月光 教育　 質問者

公共施設への生理用品の配置について 太田（陽） 部活動改革の進捗状況と課題 後藤

書かない窓口導入後の運用状況と今後の改善 安孫子 「全国に誇る教育都市さがえ」実現に向けた新中学校施設整備基本計画（素案） 渡邉

各種証明書のコンビニ交付の導入について 安孫子 小中学校の安全管理策 荒木

市…市長答弁　　教…教育長答弁

大きな転換期を迎えている大きな転換期を迎えている
中学校の部活動中学校の部活動

問
部
活
動
指
導
員
だ
け
で
は
な
く
、
負

担
軽
減
や
専
門
的
な
指
導
の
た
め
、
外

部
指
導
者
を
さ
ら
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

教
外
部
指
導
者
の
活
用
は
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
り
ま
す
が
、
人
材
確
保
な
ど

課
題
が
多
い
状
況
で
す
。
地
域
全
体
の

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
地
域
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
施
設
に
よ
っ
て
減
免
の
範
囲
が
異
な

り
、
競
技
種
目
で
格
差
が
あ
る
。
市
有

施
設
に
関
し
て
は
一
律
に
す
べ
き
で
は
。

教
該
当
す
る
条
例
に
よ
っ
て
使
用
料
や

減
免
対
象
に
差
異
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
関
係
各
課
と
の
検
討
や
調
整
が
必

要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
公
的
負
担
の

あ
り
方
や
近
隣
自
治
体
の
状
況
等
も
勘

案
し
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

部
活
動
改
革
の
課
題
整
理
と

今
後
の
展
望

問
今
年
７
月
以
降
学
校
で
の
部
活
動
は

平
日
の
み
と
な
る
が
、
中
体
連
等
の
週

末
に
行
わ
れ
る
大
会
出
場
は
ど
う
な
る

の
か
。

教
中
体
連
主
催
大
会
は
今
後
も
土
日
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

大
会
は
学
校
部
活
動
と
し
て
出
場
で
き

ま
す
。
一
方
で
、
休
日
に
開
催
さ
れ
る

各
種
大
会
や
練
習
試
合
へ
は
地
域
ク
ラ

ブ
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
例
え
ば
吹
奏
楽
部
等
、
高
価
ま
た
は

生
徒
が
運
べ
な
い
大
型
備
品
を
使
用
す

る
地
域
活
動
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
吹
奏
楽
を
地
域
ク
ラ
ブ
で
活
動
す
る

場
合
、
大
型
楽
器
の
運
搬
方
法
や
移
動

中
の
破
損
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
楽
器

の
移
動
を
最
小
限
に
し
、
保
管
場
所
を

確
保
す
る
た
め
に
も
中
学
校
を
活
動
拠

点
と
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ． 一般質問とはなんですか？

Ａ． �議員が市長や教育長などに対し、市政全般についての事務の執行状況
や施策の方針、課題などを質問することです。質問は事前に通告した
内容に沿って一問一答方式で行われます。
　今回の一般質問は７名の議員が11テーマについて行いました。そのなかからピックアップし、質問
と答弁を要約して掲載します。
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録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

太太お
お
お
お

田田たた  

陽陽よ
う
よ
う

子子ここ  

議
員
議
員

月月が
っ
が
っ

光光こ
う
こ
う  

裕裕ゆ
う
し
ょ
う

ゆ
う
し
ょ
う晶晶  

議
員
議
員

陵西中学校のトイレに陵西中学校のトイレに
配置された生理用品配置された生理用品

危険度の高い危険度の高い
日陰のない通学路日陰のない通学路

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
今
年
も
猛
暑
に
な
り
そ
う
だ
が
、
熱

中
症
に
な
り
や
す
い
高
齢
者
へ
の
対
策

は
ど
う
す
る
の
か
。

市
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防
と
し
て
は
、

健
康
教
室
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

時
に
予
防
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
独
居
の
方
に
は
、
人
感

セ
ン
サ
ー
付
き
の
緊
急
通
報
装
置
を
設

置
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
下
校
時
の
飲
用
水
確
保
の
た
め
に
も 

小
学
校
に
も
給
水
器
が
必
要
で
は
な
い

か
。

教
冷
た
い
水
を
補
給
で
き
れ
ば
、
体
を

冷
や
し
た
り
水
分
を
補
給
す
る
た
め
に

は
大
変
有
効
で
す
。
そ
の
た
め
、
小
学

校
へ
の
給
水
器
の
設
置
に
向
け
、
各
小

学
校
と
協
議
し
必
要
な
台
数
を
設
置
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

増
加
傾
向
に
あ
る
若
年
層
の

観
光
客
へ
の
施
策

問
観
光
ガ
イ
ド
ア
プ
リ
に
若
い
職
員
の

意
見
な
ど
も
取
り
入
れ
、
見
直
し
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
若
手
職
員
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
充
実
や
効
果
的
な
活
用
が
あ
る
か
、

ま
た
、
ア
プ
リ
技
術
の
ト
レ
ン
ド
の
視

点
か
ら
有
効
性
、
将
来
性
も
含
め
活
用

に
つ
い
て
適
切
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問
自
然
水
族
館
な
ど
既
存
の
施
設
を
見

直
し
、
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
な
既
存
施
設

は
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
重
要
な

役
割
を
持
ち
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
に
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
は
必

要
で
あ
り
、
魅
力
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る

よ
う
順
次
整
備
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
の
配
置
を  

避
難
所
に
お
け
る
女
性
視
点

か
ら
の
運
営
や
役
割
は 

問
自
主
防
災
組
織
や
避
難
所
に
お
け
る

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
確
保
は
。

市
地
域
防
災
計
画
で
自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
及
び
避
難
所
運
営
リ
ー

ダ
ー
を
配
置
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
女
性
が
多
く
活
躍
す
る

団
体
等
に
対
し
防
災
知
識
を
深
め
る
為

の
研
修
を
行
う
等
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問
訓
練
時
か
ら
避
難
所
運
営
に
関
す
る

女
性
の
視
点
で
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で

は
。

市
防
災
訓
練
等
で
女
性
を
含
め
た
運
営

体
制
を
組
む
な
ど
、
女
性
の
視
点
で
の

チ
ェ
ッ
ク
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
本
市
の
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
の
配
置
を
。

市
設
置
や
補
充
に
要
す
る
費
用
負
担
、

管
理
面
の
対
応
、
清
潔
に
保
管
・
設
置

す
る
場
所
の
確
保
等
の
課
題
を
整
理
し
、

無
料
で
提
供
す
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
も
収
集
し
な
が
ら
課
題
解
決
の
方
策

を
検
討
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
困
っ
た
を
解
消
す
る
意
味
で
も
、
市

役
所
や
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

早
急
に
配
置
を
。

市
外
出
時
の
急
な
体
調
変
化
へ
の
不
安

や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
配
置
す

る
も
の
で
、
配
置
に
向
け
て
の
課
題
を

整
理
し
、
管
理
方
法
や
利
便
性
等
を
考

慮
し
た
上
で
、
施
設
を
絞
っ
て
試
験
的

に
取
り
組
み
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

9 LetterLetter2025.08.05



録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

渡渡わ
た
わ
た

邉邉な
べ
な
べ  

賢賢け
ん
け
ん

一一い
ち
い
ち  

議
員
議
員

伊伊いい

藤藤と
う
と
う  

正正ま
さ
ま
さ

彦彦ひ
こ
ひ
こ  

議
員
議
員

新陸上競技場整備が計画されている新陸上競技場整備が計画されている
寒河江公園（長岡山）寒河江公園（長岡山）

醍醐小学校運動会醍醐小学校運動会
この戦いも間もなく終わり！？この戦いも間もなく終わり！？

問
寒
河
江
高
校
運
動
部
の
用
具
室
等
の

代
替
施
設
及
び
夜
間
で
も
利
用
可
能
な

照
明
設
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
県
や
Ｏ
Ｂ
会
等
が
整
備
し
た
用
具
庫

等
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
の
除

却
費
や
移
設
等
に
係
る
補
償
費
で
対
応

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
利
用
が
可
能
な
照
明
設
備

に
関
し
て
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
障
が
い
者
や
高
齢
者
ま
で
散
策
で
き

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
園
路
整
備
は
。

市
法
律
や
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
す
れ
違
い
が
可
能
で
あ
る
こ
と
や

規
定
の
勾
配
以
下
と
す
る
こ
と
、
路
面

は
滑
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

み
ん
な
に
や
さ
し
い
園
路
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
複
数
の
施
設
の
利
活
用
を
検
討
す
る

に
あ
た
り
、
先
行
的
な
意
見
集
約
・
検

討
・
計
画
立
案
が
重
要
と
考
え
る
が
、

市
長
の
考
え
は
。

市
同
時
期
に
複
数
の
大
規
模
施
設
の
利

活
用
に
向
け
た
検
討
は
こ
れ
ま
で
前
例

が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
に
基
本
的
な
考

え
方
を
整
理
し
、
全
庁
的
な
取
組
体
制

で
地
域
活
性
化
や
防
災
な
ど
幅
広
い
視

点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
比
較
的
建
築
年
数
が
新
し
い
醍
醐
小

学
校
や
三
泉
小
学
校
の
利
活
用
構
想
は
。

市
両
校
と
も
、
建
築
年
が
比
較
的
新
し

く
、
幅
広
い
視
点
で
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
醍
醐
小
学
校
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
が
進
ん
で
お
り
、
県
立

楯
岡
特
別
支
援
学
校
寒
河
江
校
の
移
転

先
候
補
と
し
て
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
陸
上
競
技
場
に

市
民
ニ
ー
ズ
の
反
映
を 

学
校
の
統
廃
合
に
伴
う

廃
校
の
利
活
用 

　
本
市
に
は
全
天
候
型
舗
装
の
施
設
が

な
い
た
め
、
県
駅
伝
寒
河
江
西
村
山

チ
ー
ム
は
練
習
場
所
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
。
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
や
市
民
の

健
康
づ
く
り
、
災
害
時
の
避
難
場
所
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
寒
河
江
公
園

（
長
岡
山
）
の
機
能
拡
充
が
必
要
だ
。 

問
「
第
４
種
公
認
陸
上
競
技
場
及
び

サ
ッ
カ
ー
場
（
県
立
寒
河
江
高
校
屋
外

施
設
）」
移
転
整
備
の
対
応
は
。

市
現
在
、
多
目
的
運
動
広
場
の
整
備
に

向
け
た
測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
寒

河
江
高
校
等
か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、

陸
上
競
技
の
長
短
距
離
走
の
ト
ラ
ッ
ク

に
加
え
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
フ
ィ
ー
ル

ド
整
備
が
可
能
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
統
廃
合
に
よ
り
多
く
発
生
す

る
廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
廃
校
時

期
を
見
据
え
て
自
治
体
・
地
域
・
事
業

者
三
者
の
ア
イ
デ
ア
・
意
見
を
先
行
的

に
集
約
・
検
討
・
計
画
す
べ
き
と
考
え

る
。

問
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
、
５
～

６
校
が
廃
校
と
な
る
。
学
校
施
設
と
し

て
の
役
目
を
終
え
た
後
の
利
活
用
の
基

本
的
考
え
は
。

市
地
域
の
皆
様
と
対
話
し
て
合
意
形
成

を
図
り
進
め
る
一
方
で
、
市
民
全
体
の

利
益
に
つ
な
げ
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
可
能
性
を
評
価

し
、
解
体
も
し
く
は
利
活
用
の
方
向
性

を
整
理
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

荒荒あ
ら
あ
ら

木木きき  

春春は
る
は
る

吉吉き
ち
き
ち  

議
員
議
員

安安ああ

孫孫びび

子子ここ

義義よ
し
よ
し
徳徳の
り
の
り  

議
員
議
員

学校は安全と地域開放の両立を目指す学校は安全と地域開放の両立を目指す

市役所の窓口市役所の窓口

問
本
市
内
小
中
学
校
の
安
全
管
理
策
と

今
後
の
展
望
は
。

教
災
害
や
不
審
者
対
応
の
た
め
の
避
難

訓
練
の
実
施
、
昇
降
口
や
職
員
玄
関
の

施
錠
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
の
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
両
面
か
ら
の
安
全
管
理
策
の
さ

ら
な
る
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

本
市
内
小
中
学
校
の

安
全
管
理
策 

　
５
月
８
日
の
午
前
中
に
都
下
立
川
市

立
第
三
小
学
校
に
男
２
人
が
侵
入
し
て

教
職
員
５
人
が
負
傷
し
た
事
件
が
起

こ
っ
た
。
い
じ
め
対
応
を
め
ぐ
っ
て
の

母
親
と
小
学
校
側
と
の
悶
着
が
原
因
と

み
ら
れ
て
い
る
と
の
報
道
だ
っ
た
。

問
立
川
市
立
第
三
小
学
校
事
件
へ
の
本

市
教
育
委
員
会
の
所
感
は
。

教
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
重
大
な
事
態

が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意
識

を
常
に
持
ち
、
危
機
に
直
面
し
た
時
の

対
応
を
教
職
員
一
人
一
人
が
想
定
し
な

が
ら
、
素
早
く
適
切
に
動
け
る
よ
う
な

備
え
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

書
か
な
い
窓
口
導
入
後
の

運
用
状
況
と
今
後
の
改
善
点
は 

各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
へ

問
本
市
が
現
時
点
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を

導
入
し
て
い
な
い
理
由
は
何
か
を
明
確

に
示
し
て
頂
き
た
い
。

市
こ
れ
ま
で
３
回
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

日
曜
日
証
明
窓
口
、
証
明
書
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
、
書
か
な
い
窓
口
を
優
先
し

て
導
入
し
た
た
め
、
導
入
を
見
送
っ
て

き
ま
し
た
。

問
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
将
来
的
に
導
入
す

る
意
志
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
明
確
な

姿
勢
を
伺
い
た
い
。

市
県
内
12
市
の
導
入
状
況
及
び
導
入
効

果
を
踏
ま
え
ま
し
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
導
入
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
に
よ
り
、
実

際
に
ど
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
た
の

か
。

市
窓
口
の
滞
在
時
間
が
、
一
人
当
た
り

約
５
分
短
縮
さ
れ
、
不
明
な
点
や
必
要

書
類
を
直
接
職
員
と
対
話
し
な
が
ら
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
来
庁
者
目
線

で
き
め
細
や
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
結

び
つ
い
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
実
際
に
窓
口
を
利
用
さ
れ
た
方
々
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
か
。

市
「
申
請
書
を
書
く
手
間
が
な
く
な
り
、

窓
口
の
滞
在
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
親
し

み
や
す
い
窓
口
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
多
い
一
方
で
「
申
請
書
の
署
名
を

省
略
で
き
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
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■
発

行
　

寒
河

江
市

議
会

　
■

編
集

　
寒

河
江

市
議

会
広

報
委

員
会

　
■

印
刷

　
寒

河
江

印
刷

株
式

会
社

　
こ

の
市

議
会

だ
よ

り
の

用
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

日 月 火 水 木 金 土
8/
24

25
招集告示

26 27
請願・陳情
締切日

28
議会運営委員会

29 30

31 9/1 2
本会議

（議案説明）

3
議案調査日

4
議案調査日

5
本会議

（一般質問）

6

7 8
議案調査日

9
本会議

（一般質問）

10
本会議（質疑）
決算特別委員会、
予算特別委員会、
委員会・分科会

（総務産業）

11
委員会・分科会

（総務産業、厚
生文教）

12
委員会・分科会

（総務産業、厚
生文教）

13

14 15 16
委員会・分科会

（厚生文教）

17
事務処理日

18
事務処理日

19
事務処理日

20

21 22
事務処理日、
議会運営員会

23 24
決算特別委員会、
予算特別委員会、
本会議（採決）

25 26 27

インターネット中継・録画ページの
デザインが変わりました。

９月定例会の日程（予定）

編 集 後 記

インターネット
中継・録画映像

　寒河江市議会では、本会議及び予算・決算特別
委員会のインターネット中継を行っており、７月
よりページのデザインを一新しました。ぜひ、ご
活用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合
わせください。
　○議会事務局　０２３７－８５－１８９９

議会広報委員会　太田 陽子

傍聴を希望される皆様へ
　開会時間はいずれも午前９時30分です。日程が変更になる
場合や傍聴をご遠慮いただく場合があります。

請願・陳情の締め切り
　９月定例会の請願・陳情は「８月27日（水）正午まで」に議
会事務局へご持参ください。

　今回発行の「Letter」から新広報委員による編集
となります。これからの任期２年間よろしくお願い
いたします。
　今回は、笑いを届ける落語の会の方々を特集させ
ていただきました。みんなが笑って暮らせることは
とても大事なことです。
　もうすぐ終戦記念日を迎えます。今年は戦後80年、
昭和100年の節目の年です。戦争を二度としないと
誓った憲法の前文。憲法を全部読んだことがない方
は、一度読んでみてはいかがでしょうか。戦争帰還
者のPTSDのことや沖縄の不発弾処理にあと100年か
かることなど、テレビで特集が組まれていました。
戦争は終わっていないのでは。
　落語で、笑って暮らせる平和な社会の継続を望ま
ずにいられません。

寒河江産さくらんぼをＰＲ！

　本市議会では、６月定例会を「さくらんぼ議会」と銘
打ち開催しています。
　定例会初日には、多くのマスコミ関係者から取材して
いただき、市イメージキャラクターチェリン・さくらん
ぼアンバサダーのお二人とともに、本市のさくらんぼを
ＰＲしました。

広報委員が新しくなりました。

［委員長］太田　陽子　［副委員長］荒木　春吉
［委　員］児玉　　崇　　佐藤　耕治　　古沢　清志
　　　　　太田　芳彦　　阿部　　清　　沖津　一博

“想い”を伝えるLetter（手紙）を
私たちがお届けします。
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